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コンサルコンサルタントコンサルタント 　「コンサルタントの現場から」のコラムは、

コンサルタントがコンサルティング等の現場

で見聞きしたことの中から、参考になるので

はないかという四方山話を綴ったものです。

【第6面に続く】

改善ができる人材
  製造の現場改善の支援をしていると、実に良い改善アイデアを

思いつき実践してくれるメンバーがいる。こういうメンバーがい

ると改善も加速する。ところで、このような改善ができるのは、

どんな人だろうか。

　もともと、DIY で色々な物を作ったりすることが好きな人は改

善を進めるのが得意な人が多い。すぐに自分で作ってみようと行

動できるからだ。そのような人は、改善の視点やヒントを少し出

すだけで、「それなら、このようにしてはどうでしょうか、この

ようなものを作ってはどうでしょうか」と案がひらめく人が多い。

　例えば、片手で支えないとうまく取り付けができないようなも

のの場合、「片手で支えていたのでは、両手で作業できなくて効

率が悪いですね。両手で作業できるようにすれば作業効率は倍に

できますよね」というようなヒントを出せば、「なるほど、それ

なら動かないように位置を固定できるものがあると片手で支えな

くてもよくなりますね」と言って、位置固定するにはどうような

方法があるかを考えて「このような位置固定をする治具を付ける

のはどうでしょうか」という提案を出してくれる。また、「両手

で作業しやすいようにこう治具を考えました」というようなアイ

デアも出てくる。同様に、調整に時間がかかっている作業の場合、

「調整作業というのはムダですよね。時間が決まらないし、人に

よって作業時間に随分差がでる。調整をしなくてもよい方法にで

きると良いですね」と言って、調整を無くすための事例をいくつ

か紹介すると、「このような当て治具はどうでしょうか。これな

ら一発で位置合わせできます」というようなアイデアを出してく

れる。

ムダに気付けるようにする
  大切なのは、今の作業が当たり前ではなく、いかにムダが多い

のか、これはムダだと認識できるようにすることが改善取り組み

のスタートなのだ。そのためには、これはムダだと気付けるよう

にする必要がある。

  例えば、スクラップエリアはムダの宝庫だ。ここは、お金を出

して買ったものを廃棄しようというエリアなので、これを減らす

ことができれば利益に直結する。実際、加工までしたものを処理

費用まで支払って廃棄していたのでは話しにならない。材料の廃

棄が発生しているようであれば、材料歩留まりをいかに改善する

かに取り組む必要がある。100% 材料を使い切れないのが当たり前

ではなく、廃棄になるような材料は購入しない、廃棄になるよう

な材料の使い方はしないことだ。

　同様に、作業の中でも付加価値を生まない作業はムダだ。付加

価値を生むのは、加工だけで、運搬や停滞、検査は付加価値を生

まない。さらに、加工にもムダはある。必要のない加工をしたり、

作業そのものも最短の動作で両手がフルに使えていなければ動作

のムダが発生していることになる。大切なのは、ムダに気付ける

ようにすることだ。

第224回 改善できる人材をどう育てるか
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　ある企業では、環境視点も視野に入れて、「ゴミを入れるな、

作るな、出すな」という方針で取り組まれた。この取り組みは、

ゴミを入れるなということでは、ゴミまでお金を出して買うなと

いうことで、ゴミとなっているものを分析して、ムダな包装資材

を無くし、またゴミを作るなという取り組みでは、最大のゴミは

不良ということで、徹底して不良を無くす取り組みをされた。こ

れによって、随分、大きなコストダウンにつながったのだが、こ

のように、わかりやすいムダの視点を示すことで、皆がムダに気

付けるようにすることが改善できる人材を育てる上で大切だ。

改善の視点を身に付ける
  続いて、大切なのが改善の発想視点を持つことだ。よく言われ

るのが NHK だ。Nは「無くす」、Hは「減らす」、Kは「変える」だ。

一番良いのは、その部品やその作業自体を無くせないかと考える

ことだ。無くすことができれば効果は大きい。それが難しい場合

は、減らせないかと考える。さらに、それが難しい場合は、変え

ることができないかだ。もっと加工しやすい材料に変える、安い

材料に変える、作業方法や作業手順を変えるなどだ。

　前述の当て治具を考えてくれた例などは、調整作業を無くすと

いう視点で考えてくれた例だが、作業においては、付加価値を生

まない作業は多く、それらを無くせないかと考えると、結構多く

のアイデアを出すことができる。

  改善が進む企業とそうでない企業の差は、改善できる人材がど

れだけいるかだ。改善のできる人材を育成には、何がムダで、ど

んな視点で改善案を出すとよいか指導することが大切だ。すなわ

ち、責任者がそれらの視点を提示できるか否かが、改善人材を育

成できるか否かを決めるということだ。

　ASEAN 最大級のメディカル・ヘルスケア関連展示会である「メ

ディカルフェア・タイランド 2019」が 9 月 11 日から 13 日までバ

ンコク国際貿易展示場（BITEC）で開催される。

　2003 年から開催されている同イベントに今回、東京都中小企業

振興公社は東京パビリオンを設置。東京都に関連した 12 社の出

展を支援する。

　医療福祉用ベッドの製造などを業務とするランダルコーポレー

ション（http://www.lundal.co.jp/）は、心臓検査が必要な患者

の心尖部のより鮮明な画像を抽出するための「心エコー検査用診

察台」を紹介。販売先、リセラー開拓を狙う。

　医療用機械器具・理化学器械の製造および販売などを手掛ける

ユビックス（http://ubi-x.co.jp/）は、MRI 検査の際、動脈血酸

素飽和度（SpO2）、非侵襲的血圧測定（NIBP）、心拍数を計測する

ための MRI 室専用・生体情報モニタの販売先との商談を希望する。

　東京パビリオンは BITEC・HALL98 の Booth・H10。 最終頁に詳細掲載。

るのが NHK だ。Nは「無くす」、Hは「減らす」、Kは「変える」だ

メディカルフェア・タイランド2019

東京都中小企業振興公社　12社の出展支援
9 月 11 日～ 13 日　BITECにて開催
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